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イラストレーション

⑨

小正月

　1月14日の「鳥追い」は、雪国ならではの楽しい行事。

ホンヤラドウの中でモチを焼いて食べ、腹ごしらえをし
　　　　　ひようし　ぎ
た子供たちは拍子木をたたきながら「オラが裏の早稲田

の稲を……」とはやし立て害鳥を追った。また、翌15日

の早朝、年男や子供たちは、一面雪で覆われた田畑や家

の回りで「モグラモチ追い」をやった、「モグラモチはど

　　　　　　　　　　　　　　　　よこづちこいった・一・・」と歌いながら荒縄で結わえた横槌を引き

ずり回して、モグラ追いをして豊穣を願った。

1月の土曜閉庁は、11日と25日です。
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十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
が
計
画
を
進
め
て
い
た
ご
み

焼
却
場
の
建
設
が
、
国
の
補
助
金
の
内
示
を
受
け
、
十
二
月
四
日

の
組
合
議
会
で
議
決
さ
れ
、
い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
焼
却
場
は
、
総
工
費
三
十
六
億
五
千
六
百
五
十
万
円

を
投
じ
て
、
平
成
五
年
度
ま
で
の
三
年
問
を
か
け
て
建
設
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
焼
却
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え
、
美
観
に

も
十
分
配
慮
し
た
建
物
は
、
最
新
の
公
害
防
止
設
備
を
備
え
た
近

代
的
清
掃
工
場
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
建
設
工
事
に
伴
い
、

第
一
焼
却
場
を
撤
去
す
る
た
め
、
ご
み
の
持
ち
込
み
や
収
集
が
制

限
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
と

修
理
費
の
増
加
等
に

　
　
　
　
　
　
耐
え
ら
れ
ず

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
る
年
間

五
千
－
ン
も
の
ご
み
は
、
二
つ
の
焼
却
場

を
フ
ル
稼
動
さ
せ
て
現
在
処
理
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
焼
却
場

は
昭
和
四
十
二
年
三
月
に
完
成
し
た
2
5

柚
×
1
炉
の
固
定
式
バ
ッ
チ
炉
で
、
二

も十
三
年
が
経
過
。
第
二
焼
却
場
も
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
九
年
に
完
成
し
た
3
0
囎
×
2
炉
の

機
械
化
バ
ッ
チ
炉
で
十
六
年
が
経
過
し
、

両
施
設
と
も
老
朽
化
が
進
み
、
ご
み
の

高
質
化
や
増
加
に
対
応
し
き
れ
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
修
理
に
約
四

千
万
円
ほ
ど
経
費
を
か
け
て
い
ま
す
が
、

機
能
回
復
ま
で
至
ら
ず
現
状
を
維
持
す

る
の
が
精
一
杯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人

間
の
年
齢
に
換
算
す
る
と
百
歳
を
超
え

た
施
設
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
害
防
止
に
つ
い
て
も
、
新

し
い
基
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ば
い
じ
ん
濃
度
も

法
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
と
な
り
、
公
害
防
止
設
備
面
の
充

実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
一
焼
却
場
は
、

機
能
低
下
の
ほ
か
に
良
好
な
作
業
環
境

の
確
保
に
も
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
機
能
の
低
下
や
修
理

費
も
年
々
増
加
す
る
一
方
で
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
点
を
解
決
す
る
に
も
、
設
備

の
部
分
的
な
見
直
し
だ
け
で
は
困
難
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
し
く
近
代

的
な
公
害
防
止
設
備
を
備
え
た
処
理
施

設
の
整
備
が
早
急
に
必
要
と
な
り
、
国

へ
の
働
き
か
け
が
実
現
し
、
近
代
的
清

掃
工
場
建
設
へ
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。



◆建設嚢　舗億5，砺◎万円　請負業者　日本鋼管株式会鮭

◆ヱ期平成3年12月4日～平成5年9月30田
◆施　設　ロ炉形式准連続式焼却炉（8：00～24：◎0の総時閥運転）

　　　　　ロ能　力　90t／1鋤r（45t／16hrX2炉）

　　　　　口構　造　鉄筋コンクリートおよび鉄骨ALC
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　　　　　日有毒ガス除去装置　乾式（消石灰吹き込み方式〉

　　　　　ロ水処理　クローズシステム（無放流）

　　　　　ロ煙突高　59m

美
観
に
も
配
慮
し
た

公
害
防
止
の
近
代
的

　
　
　
　
清
掃
工
場
に

　
新
焼
却
場
は
、
現
在
の
第
一
焼
却
場

を
取
り
壊
し
た
跡
地
に
、
三
十
六
億
五

千
六
百
五
十
万
円
を
投
じ
て
、
平
成
五

年
度
完
成
を
目
指
し
て
建
設
さ
れ
ま
す
。

完
成
す
る
と
第
二
焼
却
場
は
取
り
壊
さ

れ
ま
す
。

　
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
骨
A

L
C
構
造
で
、
高
さ
五
十
九
層
の
煙
突

を
備
え
、
こ
れ
ま
で
の
焼
却
場
の
イ
メ

ー
ジ
を
変
え
た
、
近
代
的
な
公
害
防
止

の
清
掃
工
場
で
す
。
一
日
十
六
時
間
運

転
で
き
る
准
連
続
式
焼
却
炉
を
二
基
備

え
、
一
日
当
た
り
九
十
ト
ン
を
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
の
焼
却
炉
よ

り
運
転
時
間
が
二
倍
に
増
え
、
処
理
能

力
も
大
幅
に
機
能
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
機
械
集
じ
ん
方
式
、
有
害
ガ

ス
除
去
装
置
、
ク
ロ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
な

ど
最
新
の
公
害
防
止
装
置
を
備
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
美
観
を
配
慮
し
た
施

設
は
、
機
械
化
、
自
動
化
を
図
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
集
中
管
理

方
式
を
取
り
入
れ
、
必
要
最
少
人
員
で

運
転
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
清
掃
工

場
と
な
り
ま
す
。

〈
余
熱
利
用
は
〉

　
焼
却
場
で
発
生
す
る
余
熱
を
利
用
し

て
、
場
内
の
給
湯
、
冷
暖
房
や
構
内
の

融
雪
に
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
温
水
を

場
外
に
い
つ
で
も
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

取
り
出
せ
る
準
備
も
し
て
あ
り
ま
す
。

　
新
焼
却
場
は
、
大
気
汚
染
・
騒
音
・

振
動
・
悪
臭
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
、
環
境
保
全
対
策
に
十
分
配
慮
が
さ

れ
た
施
設
で
す
。

〈
大
気
汚
染
は
〉

　
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
ば
い
じ
ん
、

塩
化
水
素
、
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
濃
度

が
、
環
境
保
全
目
標
を
大
幅
に
下
回
る

よ
う
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在

の
施
設
の
平
均
値
と
新
焼
却
場
の
最
大

時
が
ほ
ぼ
同
程
度
、
あ
る
い
は
大
幅
に

改
善
さ
れ
る
た
め
、
周
辺
に
与
え
る
影
響

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

煙
突
か
ら
の
煙
も
黒
煙
が
発
生
す
る
こ

と
も
な
く
な
り
、
煙
の
量
も
少
な
く
な
り

環
境
美
化
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
悪
　
臭
　
は
〉

　
新
工
場
の
設
備
は
全
て
建
物
の
中
に

収
容
さ
れ
、
悪
臭
発
生
部
が
直
接
外
気

に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
焼
却
施
設
に
持
ち
込
ま
れ
る
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

は
、
建
物
内
の
ピ
ッ
ト
に
貯
留
さ
れ
ま

す
が
、
ピ
ッ
ト
か
ら
発
生
す
る
臭
気
は

燃
焼
用
空
気
と
し
て
焼
却
炉
内
に
送
り

込
ま
れ
ま
す
。
排
気
ガ
ス
中
の
悪
臭
は
、

高
温
燃
焼
に
よ
り
分
解
さ
れ
る
た
め
、

臭
気
が
屋
外
に
漏
れ
な
い
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

〈
排
　
水
　
は
〉

　
焼
却
場
か
ら
の
排
水
は
、
ク
ロ
ー
ズ

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
施
設
内
で
再
処
理
さ

れ
、
ま
た
、
ご
み
ピ
ッ
ト
汚
水
は
炉
内

噴
霧
処
理
さ
れ
る
た
め
無
放
流
と
な
り
、

河
川
等
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
騒
音
・
振
動
は
〉

　
全
設
備
は
建
物
の
中
に
収
容
し
、
騒

音
・
振
動
を
引
き
起
こ
す
も
の
に
は
、

防
音
・
防
振
対
策
（
消
音
器
・
防
音
壁
・

密
閉
化
・
除
振
台
）
を
設
置
す
る
た
め
、

付
近
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

適

☆大型の燃えるごみは
　　　　　　　持ち込めません。

☆事業系のごみは
　　　　　　　　　専門業者に。

口十日町市川西町衛生施設組合盈52－3924

　新焼却場の建設に伴い、廃材や大型のごみを

処理していた第1焼却場が使えなくなりました。

廃材や大型ごみ、事業系のごみは民間の処理業

者で処分してください。また、平成5年度の完

成まで第2焼却炉だけとなり、時間延長をしな

がら大量のごみを処理いたします。ごみの減量

化と自家処理に心掛けてください。特に新焼却

場完成まではご協力をお願いします。

次のことを守りましょう

◆段ボールや紙類はまとめて廃品回収に出して

　資源化してください。

◆魚箱や発泡スチロール、ナイロン類、建築廃

　材、木片類はまとめて民間焼却場で処分して

　ください。

◆食品廃物や弱電用廃部品、線類は産業廃棄物

　処理場で処理してください。

〔民間処理業者〕
〉高木沢焼却センター（吉田山谷盈52－5170）

レ高橋建材（川西町若の窪　暦68－2139）

〉中越地区産業廃棄物広域処理場

　（長岡市北町　費0258－28－1510）

叢叢廼融鞭鶏慧鐵鐵灘の釜鞭難灘麟麟灘顯、

隊7
、、　　　　　t

　　　＼　／二
大きな

ダンボール

ー斗缶くらい
に小さくして
出してくださし

類具家

致
　
．

　
物

　
　
　
　
材

拷
　
多
　
木

7
彪

〃
乙

　
　
ア
ド
ク

　
　
ク

霞

木片類

木の枝　、

職
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』馴l

平成
3年度

『
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
十
三
回
目
を
迎
え
た
「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
は
七
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
懇
談
会
の
全
体
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
各
地
区
振
興
会

等
に
配
布
し
ま
す
。

飛
渡
地
区
　
6

　
　
纒
薬
・
藻
難
灘
鑛

一
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
進
行
状
況

．
と
将
来
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
て
く

　
だ
さ
い
。

二
、
笠
置
山
の
景
観
を
生
か
し
、
当
間

　
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
関
連
さ
せ
た
リ
ゾ

　
ー
ト
地
づ
く
り
が
で
き
な
い
で
し
ょ

　
う
か
。

　
　
〔
市
の
考
え
方
〕

一
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
八
箇
峠
か

　
ら
湯
沢
町
の
芝
原
峠
ま
で
延
長
三
十

　
六
キ
。
の
計
画
で
、
十
日
町
市
・
六
日

、
騨

　
町
・
塩
沢
町
・
湯
沢
町
・
中
里
村
で

　
協
議
会
を
設
立
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
の
十
二
峠
か
ら
芝
原
峠
ま
で

　
の
約
七
。
。
が
難
工
事
で
完
成
年
度
の

　
見
通
し
も
立
た
な
い
状
況
で
す
。
川

　
口
ま
で
の
延
長
計
画
は
現
在
の
と
こ

　
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
潟
県
の
リ
ゾ

　
ー
ト
計
画
全
体
の
中
で
観
光
道
路
と

　
し
て
位
置
付
け
る
よ
う
関
係
市
町
村

　
と
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
当
地
区
は
保
安
林
や
地
滑
り
等
の

　
指
定
地
域
で
大
規
模
な
開
発
は
難
し

　
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
「
田
毎
の
月
」

　
の
よ
う
に
、
地
域
の
文
化
資
源
を
活

　
用
し
た
地
域
づ
く
り
が
望
ま
し
い
と

　
考
え
て
い
ま
す
。

川
治
・
山
本
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

　
　
　
八
箇
地
区

　
　
携
難
・
纂
灘
馨
鑛

」
、
国
道
一
一
七
号
線
（
川
治
地
内
）

　
に
歩
道
を
新
設
し
た
道
路
改
良
を
望

　
み
ま
す
。

二
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
納
箱
を

　
統
一
し
、
補
助
金
を
出
し
て
環
境
美

　
化
を
推
進
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
〔
市
の
考
え
方
〕

一
、
川
治
地
内
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

　
一
次
改
良
が
終
了
し
て
お
り
、
全
体

　
の
改
良
を
す
る
に
は
、
建
設
省
直
轄

　
路
線
に
指
定
さ
れ
な
い
限
り
難
し
い

　
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
で

　
は
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
リ
ゾ

　
ー
ト
開
発
に
対
応
で
き
る
道
路
と
し

　
て
、
交
差
点
改
良
や
交
通
安
全
施
設

　
と
し
て
の
歩
道
設
置
な
ど
の
改
良
方

　
法
を
検
討
し
て
お
り
、
市
と
し
て
は

　
関
係
団
体
と
共
に
積
極
的
に
運
動
を

　
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

二
、
統
一
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

　
ご
み
箱
設
置
に
対
す
る
補
助
金
に
つ

　
い
て
は
新
年
度
か
ら
制
度
化
し
ま
す
。

十
日
町
西
部
地
区
軌

　
　
鍵
蒙
・
緩
灘
叢
難

一
、
妻
有
大
橋
か
ら
の
取
付
道
路
に
つ

　
い
て
そ
の
計
画
を
説
明
し
て
く
だ
さ

　
、
　
Q

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

二
、
市
道
高
山
太
子
堂
線
の
開
通
見
通

　
し
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
〔
市
の
考
え
方
〕

一
、
市
道
高
山
太
子
堂
線
ま
で
は
今
年

　
度
中
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

　
後
の
計
画
は
、
本
町
西
線
ま
で
の
下

　
川
原
線
の
急
勾
配
部
分
の
改
良
を
予

　
定
し
て
い
ま
す
。
田
川
南
線
の
抜
本

白の愛の祭典　　　　覧

第43回r凶砺雪醤、り

　“雪国発〃ウキウキ休暇宣書

平成4年2月14日㈹・15日（土）・16日（日）

　雪まつり事務局（クロス10内）盈5H345
　　　　　　　　　8

ポ
ス
タ
ー
決
定

　
第
4
3
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
を
内
外
に

P
R
す
る
た
め
の
「
雪
ま
つ
り
ポ
ス
タ

i
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
1
2
点
（
市
内

10

点
・
市
外
2
点
）
の
応
募
が
あ
り
ま

　「“雪国発”ウキウキ休暇宣言」をサブテーマとした

第43回十日町雪まつりが2月14・15・16日に開かれま

す。メインのカーニバルはモスクワに建造されている

「聖ワシリー寺院」をモチーフにした雪上舞台で、歌謡

ショー・きものショー・雪花火が華やかに繰り広げられ

ます。その他にもお祭り広場、雪の芸術展、前夜祭、ミス

コン、雪だるま大作戦をはじめ各地域の楽しいイベント

を交えて行われます。5万市民の力を合わせて雪まつ

りを成功させましょう。今年もよろしくお願いします。

し
た
。
十
一
月
三
十
日
d
ゆ
に
審
査
し
た

結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。

▼
優
秀
賞
　
小
川
俊
男
さ
ん
（
丸
山
町
）

▼
佳
　
作
　
宮
内
隆
久
さ
ん
（
高
島
2
）

　
　
　
　
　
湯
沢
健
一
さ
ん
（
新
座
2
）

響翻麟屡糠

　箪成4年2醗憐噸

採用された小川俊男さん（丸山町）

の雪まつりP　R用ポスター
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的
改
良
は
周
辺
の
都
市
基
盤
整
備
と

　
併
せ
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
、
新
座
・
大
井
田
地
区
の
下
水
道
整

　
備
計
画
の
関
係
で
、
幹
線
管
渠
を
市

　
道
高
山
太
子
堂
線
に
布
設
す
る
予
定

　
と
な
っ
て
お
り
、
四
日
町
下
島
地
区

　
の
圃
場
整
備
に
併
せ
て
整
備
す
る
こ

　
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皿
新
座
地
区
．
シ

　
　
提
案
・
要
望
事
項

一
、
新
座
城
山
は
新
座
地
区
の
歴
史
の

発
祥
地
で
あ
り
、
城
山
周
辺
地
域
を

地
区
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま

た
市
の
観
光
ル
ー
ト
に
組
み
入
れ
ら

れ
る
よ
う
な
グ
レ
ー
ド
の
高
い
公
園

と
し
て
整
備
し
た
い
。

　
　
〔
市
の
考
え
方
〕

一
、
市
で
は
将
来
、
新
座
城
跡
を
市
の

文
化
財
に
指
定
し
た
い
考
え
が
あ
り

ま
す
。
当
然
地
権
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。
で
き
れ
ば
、
文
化
財
の
指
定

を
受
け
、
地
域
遺
産
を
活
用
す
る
手

、
法
で
開
発
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
、
新
座
城
跡
を
周
遊
で
き
る

遊
歩
道
を
整
備
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

｛
高
山
地
区
　
雪

　
　
提
案
　
要
望
事
項

一
、
高
山
地
域
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

　
い
て
行
政
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ

　
さ
い
。

二
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
「
共

　
に
生
き
、
共
に
助
け
合
う
」
精
神
で
、

　
自
分
が
出
来
る
時
に
奉
仕
し
、
自
分

　
で
困
る
時
に
還
元
し
て
も
ら
え
る
よ

　
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
で
き
な
い

　
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
〔
市
の
考
え
方
〕

一
、
都
市
づ
く
り
は
、
ま
ず
土
地
利
用

　
計
画
を
立
て
、
都
市
像
を
明
確
に
し
、

　
都
市
施
設
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

　
必
要
で
す
。
道
路
整
備
だ
け
が
先
行

　
す
る
と
、
そ
の
背
後
地
の
土
地
利
用

　
が
で
き
な
い
状
況
も
生
ま
れ
る
の
で
、

　
下
島
地
区
等
の
開
発
は
農
業
基
盤
整

　
備
や
都
市
計
画
に
よ
る
基
盤
整
備
を

　
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

二
、
市
に
は
「
社
会
福
祉
協
議
会
」
が

　
設
置
さ
れ
、
社
会
福
祉
事
業
や
更
生

　
保
護
事
業
等
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
将
来
は
こ
の
協
議
会
の
下
部
組
織
と

　
し
て
「
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
を

　
設
置
し
、
助
け
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

　
ま
す
。

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

㎜
中
条
地
区
　
％
…

r
l
l
l
l
I
量
1
1
1
1
－
l
I
I
l
管
1
－
I
I
，
l
I
I
I
I
ー
量
ー
ー
l
I
I
I
輯

　
　
提
案
・
要
望
事
項

一
、
史
跡
公
園
構
想
の
一
つ
と
し
て
笹

山
遺
跡
周
辺
に
笹
山
遺
跡
、
大
井
田

城
跡
、
尾
台
椿
堂
等
関
連
し
た
資
料

館
を
建
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
火
焔
型
土
器
の
レ
プ
リ
カ
を
地
域

｝

内
に
展
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
笹
山
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
指
定
に
つ

い
て
市
の
対
応
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
〔
市
の
考
え
方
〕

一
、
資
料
館
と
し
て
展
示
で
き
る
資
料

が
充
分
に
あ
る
の
か
、
場
所
の
選
定

を
ど
う
す
る
の
か
、
誰
が
管
理
す
る

の
か
等
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
充

分
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
考
え
ま
す
。

　
レ
プ
リ
カ
に
つ
い
て
は
地
元
に
展

示
で
き
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

　
火
焔
型
土
器
を
国
の
文
化
財
指
定

と
し
て
進
め
る
た
め
に
は
、
遺
跡
地

の
指
定
が
必
要
で
す
。
地
権
者
の
同

意
を
得
て
年
度
内
に
指
定
し
た
い
考

え
で
す
。

㎜
吉
田
地
区
　
覆

　
　
提
案
　
要
望
事
項

一
、
平
成
元
年
度
か
ら
提
案
し
て
い
る

自
然
体
験
エ
リ
ア
構
想
の
一
つ
と
し

て
、
老
若
男
女
誰
で
も
、
い
つ
で
も

利
用
可
能
な
「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し
て
い
た
だ
き

　
た
い
。

・
〔
市
の
考
え
方
〕

一
、
国
土
庁
の
補
助
事
業
で
対
応
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
1
1
回
ミ
ス
十
日
町

雪
ま
つ
り
募
集

▼
募
集
人
員
　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

　
1
名
、
準
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
2
名

▼
応
募
資
格
　
①
県
内
在
住
で
満
1
8
歳

　
以
上
の
未
婚
女
性
（
高
校
生
除
く
）
②

　
市
の
観
光
行
事
に
参
加
可
能
な
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

③
他
の
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し

　
た
人
も
応
募
可
能
。
た
だ
し
、
入
賞

　
し
て
任
期
中
の
人
は
除
く
。

▼
応
募
方
法
　
応
募
申
込
書
に
顔
写
真

　
と
全
身
カ
ラ
ー
写
真
を
添
え
て
1
月

　
2
9
日
㈱
ま
で
に
雪
ま
つ
り
事
務
局
へ
。

▼
審
査
会
　
〈
予
選
会
〉
2
月
2
日
㈲

　
（
非
公
開
）
　
〈
本
審
査
〉
2
月
1
6
日
㈲

予
選
会
で
選
出
さ
れ
た
1
0
名
（
公
開
）

▼
賞
品
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
グ
ア
ム
旅

行
、
札
幌
雪
ま
つ
り
招
待
、
十
日
町

　
の
振
袖
、
ホ
ン
ダ
の
車
（
ミ
ス
ー
名

　
の
み
）
そ
の
他
ス
ポ
ン
サ
！
賞
多
数

※
ミ
ス
、
準
ミ
ス
の
推
せ
ん
者
に
十
日

　
町
の
紬
緋

雪
の
芸
術
作
品

　
　
　
　
　
　
　
募
集

▼
出
品
区
分

①
芸
術
部
門
…
芸
術
作
品
と
し
て
審
査

　
を
目
的
に
制
作
さ
れ
る
作
品

②
特
別
部
門
…
純
然
た
る
芸
術
作
品
と

　
し
て
の
観
賞
を
目
的
と
し
な
い
作
品

（
営
利
、
遊
技
、
物
を
陳
列
、
利
用
を

　
目
的
と
し
た
作
品
）

③
学
童
部
門
…
児
童
・
生
徒
に
よ
り
制

　
作
さ
れ
た
作
品

▼
審
査
日
　
2
月
1
4
日
働
の
夕
方
か
ら

　
行
い
ま
す
。

▼
出
品
申
し
込
み
　
1
月
2
0
日
㈲
ま
で

　
に
雪
ま
つ
り
事
務
局
へ
。

◆歌手　千堂あきほ・忍　　者

　　　高橋由美子・中山美智代

　　　徳巻駒子
◆司会峰剛一・千堂あきほ
◆レポーター　三笑亭夢之助

5』3おガ辞お平成3年1湘25日
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”

　
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
発
生
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
二
年
六
月
に
制
定
さ
れ
、
指

定
地
域
内
で
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
原
則
と
し
て
、
積
雪
ま
た
は
凍
結
状
態
に
な
い
舗
装
路

面
で
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、
平
成
四
年

四
月
一
日
以
降
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
降
雪
期
に
入
り
、
タ

イ
ヤ
の
交
換
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

ダ
イ
ヤ
を
上
手
に
乗
り
こ
な
し
、
事
故
の
な
い
安
全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が
こ
れ
ま
で

の
冬
道
用
タ
イ
ヤ
と
異
な
る
の
は
、
特

殊
配
合
の
ゴ
ム
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

低
温
下
で
も
柔
ら
か
さ
が
失
わ
れ
に
く

い
性
質
が
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
サ

イ
ピ
ン
グ
と
い
う
無
数
の
切
り
込
み
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
接

地
面
が
路
面
に
密
着
し
、
摩
擦
力
を
大

き
く
し
て
制
動
力
を
高
め
ま
す
。

　
し
か
し
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を

上
手
に
乗
り
こ
な
す
に
は
、
夏
道
と
ま

っ
た
く
条
件
が
違
う
こ
と
を
認
識
し
、

冬
道
運
転
の
基
本
に
徹
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
特
に
、
急
の
つ
く
運
転
、
つ

ま
り
急
発
進
、
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、

急
旋
回
を
避
け
、
常
に
ゆ
と
り
を
も
っ

て
安
全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
発
進
操
作
〉

06
ら

イ
切
が
果
す

サ
ー
ー
勒
ま

い
グ
み
ジ
め

か
ン
込
ツ
高

細
ピ
り
エ
を

ω
駆
動
輪
が
空
回
り
し
て
発
進
で
き
な

い
の
は
、
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
過
ぎ
で
す
。

　
冬
道
で
ス
ム
ー
ズ
な
発
進
を
す
る
た

め
に
は
、
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
に
軽
く
足

を
の
せ
る
程
度
に
踏
み
と
ど
め
る
こ
と

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

②
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
は
、
「
ク
リ
ー
プ

現
象
」
を
活
用
し
て
発
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
ク
リ
ー
プ
現
象
と
は
、
シ
フ
ト
レ
バ

ー
を
「
ド
ラ
イ
ブ
」
に
入
れ
る
と
、
ア

ク
セ
ル
を
踏
ま
な
く
て
も
ず
る
ず
る
と

は
い
出
す
よ
う
に
進
む
現
象
を
い
い
ま

す
。
こ
れ
を
活
用
す
る
と
容
易
に
発
進

で
き
ま
す
。
ク
ル
マ
が
十
分
に
動
き
だ

し
た
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
て
ア
ク
セ
ル

を
静
か
に
、
徐
々
に
踏
み
込
ん
で
加
速

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
〈
ブ
レ
ー
キ
操
作
〉

ω
「
強
く
踏
め
ば
効
く
」
と
い
う
思
い

込
み
を
取
り
払
い
ま
し
ょ
う
。

　
冬
道
で
夏
道
と
同
じ
感
覚
で
ブ
レ
ー

キ
を
踏
む
と
、
車
輪
の
回
転
が
完
全
に

止
ま
っ
た
ま
ま
路
面
を
滑
走
す
る
「
車

輪
ロ
ッ
ク
」
が
簡
単
に
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
。
車
輪
ロ
ッ
ク
の
状
態
で
は
、
制

動
効
果
は
低
下
し
、
横
滑
り
や
ス
ピ
ン

の
原
因
に
な
り
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
も
困

難
に
な
り
ま
す
。

㈲
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
キ
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　
車
輪
ロ
ッ
ク
を
起
こ
さ
ず
、
最
も
有

効
な
制
動
力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、

ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
し
ろ
を
全
体
の
半
分

く
ら
い
で
踏
み
と
ど
め
、
タ
イ
ヤ
を
最

後
ま
で
重
く
転
が
し
て
制
動
す
る
操
作

（
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
キ
）
を
習
慣
に
し
ま

し
よ
・
つ
。

　
〈
カ
ー
ブ
走
行
〉

　
カ
ー
ブ
は
、
ス
ロ
ー
・
イ
ン
（
手
前

で
減
速
）
が
鉄
則
で
す
。

　
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
多
く
は
、
カ
ー
ブ

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ブ
走
行
中

は
、
車
体
を
カ
ー
ブ
の
外
側
に
引
っ
張

る
遠
心
力
が
働
き
、
タ
イ
ヤ
の
グ
リ
ッ

プ
が
失
わ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
カ
ー
ブ
の
手
前
で
十
分
に
減
速
し
て

か
ら
進
入
す
る
「
ス
ロ
ー
・
イ
ン
」
の

減
速
を
確
実
に
実
行
し
、
控
え
め
な
一

定
速
度
で
走
行
し
ま
し
よ
う
。

　
〈
坂
道
発
進
〉

　
上
り
坂
、
下
り
坂
と
も
に
、
こ
う
配

に
あ
っ
た
ギ
ア
に
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
し
て

か
ら
進
入
す
る
の
が
鉄
則
で
す
。

　
下
り
坂
に
入
る
前
に
十
分
減
速
し
、

ブ
レ
ー
キ
は
踏
み
込
ま
ず
、
軽
く
足
を

乗
せ
る
程
度
で
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ

を
効
か
せ
な
が
ら
走
り
、
上
り
坂
で
は

ア
ク
セ
ル
の
踏
み
込
み
を
一
定
に
し
て

気
長
に
上
り
ま
し
ょ
う
。

　
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
過
信
す
る

こ
と
な
く
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
、

ス
コ
ッ
プ
等
も
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
規
制
の
対
象
外

　
肢
体
不
自
由
者
ま
た
は
内
部
障
害
者

が
手
帳
を
所
持
し
て
自
ら
運
転
を
す
る

場
合
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
規
制
の

対
象
外
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
障
害

者
を
乗
せ
て
家
族
等
が
運
転
を
す
る
場

合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

スタツドレスタイヤ装着車

　　　体験試乗会
　冬道が初めての人、スタッドレス4イ

ヤで運転したことのない人、スタッドレ

スタイヤに不安を抱いている人、圧雪路

での実践的なコースで県警交通機動隊の

指導員から直接指導が受けられます。

■と　き　平成4年1月19日（日）午前9時

　～正午

■ところ　総合体育館

■内　容　スタッドレスタイヤ装着自動

　車の体験試乗、タイヤチェーンの着脱

　講習など。

■募集人数　200人（運転免許を持ってい

　る人）

■申し込み・問い合わせ　総務課総務管

　理係（暦57－3111内線212・217）へ、

　平成4年1月10日働までに申し込んで

　ください。
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唖　6り心ゆaレ　‘二’
　　一一梅原猛特別講演会より一
　博物館の考古展示室オープンを記念して、去る10月四日（土）に市民会館におい

て梅原猛特別講演会が開催されました。約550人の聴衆は、縄文人の知識や技術

の高まりに驚いたり、現代社会と共通する点が多いことに深い感銘を受けまし

た。梅原猛先生の講演の一部を要約してご紹介します。

　
わ
た
し
は
、
縄
文
文
化
は
日
本
文
化

の
基
層
を
な
し
、
現
在
も
日
本
文
化
を

強
く
基
底
し
て
い
る
文
化
だ
と
思
っ
て

い
る
。
縄
文
時
代
と
い
う
の
は
、
今
か

ら
約
一
万
二
千
年
前
に
始
ま
っ
た
狩
猟

採
集
、
漁
労
採
集
文
化
で
、
∫
土
器
を
も

っ
た
文
化
だ
。
今
の
陶
芸
家
で
は
と
て

も
作
れ
そ
う
に
な
い
素
晴
ら
し
い
土
器

を
作
っ
て
い
た
。
し
か
も
種
々
様
々
で
、

火
焔
型
土
器
と
い
っ
て
も
王
冠
型
も
あ

り
、
　
一
つ
一
つ
違
う
。
こ
う
い
う
土
器

を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
十

日
町
の
文
化
が
い
か
に
高
か
っ
た
か
を

示
し
て
い
る
。

　
縄
文
人
は
森
と
海
を
大
事
に
し
て
い

た
。
木
を
切
っ
た
ら
必
ず
植
え
る
。
魚

や
獣
に
対
し
て
も
非
常
に
細
か
な
生
態

学
的
配
慮
が
あ
っ
て
、
絶
滅
す
る
よ
う

に
は
捕
ら
な
い
。
決
し
て
自
然
を
破
壊

す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う

生
活
を
一
万
年
も
続
け
て
い
た
。

　
縄
文
の
芸
術
は
、
土
器
と
土
偶
に
代

表
さ
れ
る
。
土
器
に
は
蛇
と
鳥
の
文
様

が
あ
り
、
宗
教
儀
式
に
使
わ
れ
た
。
土

偶
に
は
循
環
の
思
想
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
四
季
は
循
環
す
る
。
天
体
運
動

も
循
環
。
太
陽
も
死
ん
で
、
次
の
日
に

生
き
か
え
る
。
自
然
は
み
な
循
環
す
る
。

人
間
も
死
ぬ
と
、
そ
の
魂
は
ま
た
生
き

か
え
る
。
あ
の
世
に
行
っ
て
、
祖
先
に

逢
っ
て
そ
し
て
ま
た
あ
の
世
か
ら
帰
っ

て
く
る
。
縄
文
人
は
そ
う
考
え
て
い
た
。

妊
婦
が
死
ん
だ
時
、
体
内
に
子
ど
も
（
祖

先
の
霊
）
を
閉
じ
込
め
て
お
い
て
は
か

わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
腹
を
切
っ
て
子
ど
も

を
取
り
出
し
、
代
わ
り
に
も
た
せ
て
葬

っ
た
の
が
土
偶
だ
、
と
わ
た
し
は
思
う
。

　
こ
う
し
た
深
い
愛
情
を
も
っ
た
縄
文

の
原
理
が
現
代
の
科
学
技
術
と
一
体
に

な
っ
て
、
は
じ
め
て
人
類
の
繁
栄
が
あ

る
の
だ
。
だ
か
ら
も
う
一
度
縄
文
の
原

理
・
循
環
の
原
理
に
も
ど
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
縄
文
の
ふ
る
里
が
必

要
な
ん
で
す
。
す
ば
ら
し
い
火
焔
型
土

器
を
も
つ
十
日
町
市
が
縄
文
の
ふ
る
里

と
な
り
、
縄
文
文
化
の
大
切
さ
を
理
解

さ
せ
な
が
ら
、
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と

を
祈
り
た
い
。

　
　
講
演
は
ギ
リ
シ
ャ
文
明
か
ら
環
境

問
題
ま
で
、
幅
広
い
視
野
か
ら
貴
重
な

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
を
聞

い
て
、
わ
た
し
た
ち
の
祖
先
で
あ
る
縄

文
人
が
、
「
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
人
間
の
あ
り
方

や
生
き
方
が
わ
か
っ
た
」
と
い
う
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
の

全
記
録
は
「
友
の
会
だ
よ
り
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

展示M・サックラ

　
来
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ワ
シ
ン
ト

ン
で
開
催
さ
れ
る
『
古
代
の
日
本
展
』

（
期
間
…
八
月
九
日
～
十
一
月
二
日
）

に
、
十
日
町
市
笹
山
遺
跡
出
土
の
火
焔

型
土
器
二
点
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
海
外
に
お
い
て
近

年
特
に
日
本
文
化
の
源
流
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本

の
代
表
的
な
文
化
財
を
一
堂
に
展
示
公

開
す
る
も
の
で
す
。
日
本
全
国
か
ら
集

め
ら
れ
た
旧
石
器
時
代
～
奈
良
時
代
ま

で
の
優
品
約
二
百
五
十
点
が
ス
ミ
ソ
ニ

ア
ン
研
究
機
構
に
属
す
る
ア
ー
サ
i
・

M
・
サ
ッ
ク
ラ
i
美
術
館
に
展
示
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見

か
ら
五
百
年
。
約
四
千
五
百
年
前
に
作

ら
れ
た
日
本
の
土
器
に
ど
ん
な
印
象
を

も
つ
の
か
、
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
機
構

　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
ミ
ス
ソ
ン
氏
（
イ

ギ
リ
ス
の
富
豪
）
の
寄
付
に
よ
り
つ
く

ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
直
轄
の
研
究

行
政
組
織
（
長
は
大
統
領
）
。
ス
，
ミ
ソ
ニ

ア
ン
研
究
所
、
国
立
博
物
館
、
国
立
美

術
館
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。

▼
ア
ー
サ
ー
・
M
・
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館

　
ア
ー
サ
ー
・
M
・
サ
ッ
ク
ラ
ー
氏
の

寄
付
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
、
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
研
究
機
構
の
一
つ
。
東
洋
美
術

を
中
心
と
し
た
国
立
美
術
館
。

平成3年12月25日7とおガ夢3
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雛灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　羅　　　　　　　扇　　　　概　　露艶耀　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　酬

　　　　　　　　　　　　　鰯
　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　擁　　　　　　　　駆　　　　　灘懸講灘

北越北線イメ甲ジアンケートにこ協力ください

～アンケートの回答は市報と一緒に配付した「はがき（切手不用）」で～

覇

（県庁内　智025－285－5511内線

2371）または地域開発室（智内線

218）へ。

　北越北線は、平成8年の開業を目

指して順調に工事が進み、来年秋に

は六日町～新座間を試験列車が走る

予定です。

　北越急行㈱と北越急行開業準備会

では北越北線の統一イメージ、線名、

シンボルマークなどに沿線市町村の

声を反映し、北越北線のイメージア

ップを図るため、イメージアンケー

トを実施します。

■締め切り　平成4年1月20日（月）

■問い合わせ　北越急行開業準備会

ご協力ください！

工業統計調査
　12月31日現在で、全国一斉に工業

統計調査が実施されます。

　この調査は、わが国の製造業の活

動状況を明らかにするとともに、そ

の結果は行政や中小工業施策の基礎

資料などに利用されます。

　年末、年始のあわただしい時期で

すが、調査対象となる事業所には調

査員がお伺いしますのでご協力をお

願いします。提出された資料の秘密

は統計法により固く守られます。

■問い合わせ　総務課文書広報係

（智内線213）へ。

め式卯雀　　　　　・認嘉消防出
■問い合わせ　十日町地域消防本部（智57－

1555）へ。

　
獅
．
墜

…
簿
勲
　
、

　
　
　
’
　
　
，

　　簿　　　　　　　　　　　　　　　・卍　・F　　　　　｝瀞　琳・・　　父

身近な火そこから
　　　始まる防火の輪
※寒い季節に入り、火を使う

ことが多くなりました。スト

ーブ、こたつ、風呂釜などの

「火の用心」をお願いします。

地区名 日時 場所

十日町・川治
四目町・吉田
〔灘墜蹄〕

1月5日（日）

午前

9時30分～

市民体育館

市民会館
ラポート十日町

中　　　　　条

　（第6分団）

1月19日（日）

午後1時～
上町集会所

飛　　　　　渡

　（第7分団）

1月12日（日）

午前9時30分～
克雪センター

六　　　　　箇

　（第8分団）

1●月12日（日）

午前10時～
六箇小学校

下　　　　　条
（第13・14分団）

1月5日（日）

　D午前10時～
下条中学校

水　　　　　沢
（第15・16・17分団）

1月12日（日）

午前10時～
水沢中学校

自衛冒募集
　防衛庁では、陸・海；空の自衛官

を募集しています。

■受付期間　年間を通じて行ってい

　ます。

■応募資格　18歳以上27歳未満の男

女

■問い合わせ　市民課（智内線143）

　または、募集事務所（暦0258－33

－0256）へ。

市・県民税特別
徴収義務者の皆さんへ

　平成3年度分市・県民税特別徴収

納入書の様式中、事業所名に添える

敬称がもれておりましたことを、深

くおわび申し上げます。

9
　
ス
ー
パ
ー
特
急
が

走
る
北
越
北
線
。
シ

リ
ー
ズ
9
回
目
は
十

日
町
市
内
に
設
置
さ

れ
る
三
カ
所
の
駅
の

中
で
、
ズ
ー
パ
ー
特

急
の
停
車
が
期
待
さ

れ
る
十
日
町
駅
。

　
今
回
は
、
駅
西
口

整
備
計
画
を
紹
介
し

ま
す
。

●
十
日
町
駅
西
ロ
整
備
計
画

　
J
R
十
日
町
駅
の
西
側
に
新

設
さ
れ
る
北
越
北
線
十
日
町
駅

は
首
都
圏
や
北
陸
、
関
西
圏
を

結
ぶ
玄
関
口
と
な
り
ま
す
。

　
駅
西
口
が
ま
ち
の
自
然
、
文

化
、
都
市
を
結
ぶ
活
性
化
の
拠

点
と
な
り
、
ま
た
、
平
成
7
年

に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト

や
観
光
情
報
発
信
の
拠
点
と
し

て
の
充
実
を
図
る
た
め
、
全
体

で
約
1
筋
を
整
備
し
ま
す
。

　
駅
前
広
場
は
総
面
積
が
4
6

2
0
平
方
材
。
道
路
、
歩
道
、

緑
地
、
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
、
一

般
プ
ー
ル
で
構
成
し
ま
す
。
こ

の
北
側
に
イ
ベ
ン
ト
広
場
2
3

4
0
平
方
㌶
と
駐
車
場
を
設
置

し
ま
す
。

◎
十
日
町
ら
し
さ
の
演
出

　
自
然
と
暖
か
さ
を
感
じ
さ
せ

る
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
自

然
の
香
り
の
す
る
空
間
を
醸
し

出
す
た
め
の
工
夫
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
と
緑
、
雪
と
照
明

を
効
果
的
に
使
い
、
「
十
日
町
な

ら
で
は
の
夜
景
」
を
つ
く
る
工

夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
フ
ロ
ア
（
床
舗
装
）

　
街
並
み
や
人
々
の
に
ぎ
わ
い

を
醸
し
だ
す
フ
ロ
ア
の
素
材
は
、

柔
ら
か
な
肌
触
り
を
も
っ
た
も

の
で
時
代
と
と
も
に
味
わ
い
深

く
な
る
よ
う
、
自
然
の
石
や
せ

っ
器
質
タ
イ
ル
を
利
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
斑
石
を

使
用
し
た
石
畳
の
広
場
を
演
出

し
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

◎
東
西
自
由
通
路

　
東
西
の
駅
広
場
一
体
化
と
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
幅

4
屑
、
長
さ
約
1
2
6
材
の
歩

行
者
と
自
転
車
が
通
行
で
き
る

地
下
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
地
城
開
発
室
）

婆

駅西口整備図
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心身障害者の

タクシー・運賃割引制度

平成3年12月1日からタクシー運

賃の割り引きが始まりました。

■対象者　身体障害者手帳または療

育手帳を持っている人

■割引率　タクシー運賃の1割

■手続き　福祉事務所またはタクシ

ー会社に用意してある「タクシー

運賃割引利用券」に必要事項を記

入し、タクシー料金を支払うとき

に身障手帳か療育手帳を提示して

ください。支払いはメーター表示

額の9割（10円未満切り捨て）です。

目問い合わせ　社会福祉事務所援護

係（智内線133）へ。

にいがた

歩くスキーフェスティバル

■と　き　平成4年2月11日（幻

午前10時一斉スタート

■ところ　S　A　J公認五日町クロス

カントリーコース

■種目　》チャレンジ（自信のあ

る人）30km・i5km》ファミリー10

km》ビギナー5km・2km

■参加料　1般2，000円、高校生1，

000円、中学生700円、小学生500円、

幼児200円

■申し込み・問い合わせ　平成4年

1月22日㈱までに、にいがた歩く

スキーフェスティバル事務局（〒

949－66南魚沼郡六日町大字坂戸

372智0257－73－6700）へ。

医療費の一部負担額が変わります
老人保健法の一部改正に伴い、平成4年1月1日から医療費の一部負担金が

変わります。

対象者　乳児医療費（乳）、老人医療費（県老）、ひとり親家庭等医療費（県親）、

　　重度心身障害者医療費（県障）を受給している人

■次のように一部負担金が変わります

区分
平成3年
12月31日まで

平成4年1月1日
から平成4年度中 平成5・6年度 平成7年度から

外　　来
（1月につき） 800円 900円 1，000円 物価スライドによる

入　　院
（1日につき） 400円 600円 700円 物価スライドによる

■問い合わせ　乳児医療・老人医療については保健衛生課保健衛生係（暦内線

139）、ひとり親家庭・重度心身障害者については社会福祉事務所援護係

初心者向け英会話講座
簡単な呼びかけ・あいさつ・紹介・

お礼から海外旅行でのホテル・乗り

物・レストラン・ショッピングなど

さまざまな場面での会話まで、基本

表現を中心とした英会話入門講座を

冬期の昼間に開催します。

■開講期間　平成4年1月22日㈱か

ら3月までの毎週水曜日約10回

　（以後継続もあります）　．

■会場　十日町市公民館学習室

　（学校町1）

■クラス　①午後1時30分～3時②

午後3時30分～5時（どちらも90

分で、同じ内容で学習しますので

を開講
希望の時間帯で申し込んでくださ

い。①②とも20人で締め切ります）

■講師樋口潤子さん（海外留学
経験者）

■対象一般成人ならどなたでも

（高校生以下は除きます）

■受講料　無料’（テキスト代等は自

己負担になります）

■申し込み　1月14日（幻までに連絡

用はがき2枚を添えて十日町市公

民館（盈57－5011）へ申し込んで

ください。事前に電話で申し込ん

でも結構です。

雪
ま
つ
り
で
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大
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を
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催
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ベ
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　社会福祉事業へ＝岡村建治（北新

田2・1，000円）金子甚二（上川町・

50万円…香典返し、紙おむつ）阿部

治平（北原・1万円…香典返し）十

日町交通従業員一同（2，259円）

　歳末たすけあいへ＝渡貰孝一（三

好園・7，000円）福島安太郎（峠・3，

000円）ぬりぎ仏壇店（本町4・38，

535円）ボーイスカウト十日町一団

（22，873円）上越国際カントリーク

ラブ十日町コース（7，780円）

　交通遺児等援助基金へ＝12月15日

現在二10，738，535円　関口潔（加賀

糸屋町・26，700円）農協運転者会（代

表相崎康彦・1万円）匿名の小学生

　（2，000円）

　老人福祉センター「平成園」へ＝

馬場部落（総代太田昭治・超音波温

浴器50万円相当）昭和建設㈱（馬場

4・超音波温浴器50万円相当）㈲伸

和（本町6－2・ビデオデッキ7万円

相当）太田昭治（馬場2・標示用看

板10万円相当）カットスタジオ髪切

虫お客（1万円）十日町地区造園組

合（樹木…花水木1本）

　公民館へ二村山玲子（稲荷町3北）

南雲久恵（中村）村山博（稲荷町3

南）栗林静枝（北鐙坂3）

　博物館へ＝根津勇三、大関義男（西

浦町西）根津甲作（稲荷町2）根津

陽子（西浦町東）田村ヨシ（下川原

町）小宮山キミ（四日町新田1）内

藤ミツ（四日町3）池田良夫（尾崎）

中町忠詩（下条中央通り）小林昌弐

（水口）春日一房（樽沢）尾身ミノ

（鉢2）福島至（珠川4）上村政基

（川西町）十日町シルク農業協同組

合連合会（本町6）

　特別養護老人ホーム「三好園」へ＝

羽鳥誠二（田川町2・10万円）柳春

好（吉田山谷・1万円）北新田長者

クラブ（1万円）仙寿クラブ（仙之

山・1万円）㈱山松商店（川西町・

2万円）川西町日赤奉仕団（5，000円）

大島啓喜（原・銀杏2kg）須藤又一

（桑原・野菜20kg）山田宇七郎（下

条本町・野菜9kg）田川忠夫（五軒

新田・みかん30kg）福崎哲、（田麦・

野菜25kg）庭野正平（江道・果物4．

5kg）永井忠保（高山4・額入れ水墨

画）星名浩平（下町・みかん10kg他）

生越賢二（上新田3・野菜12kg）高

橋直一（中里村・野菜30kg）関沢高

運（津南町・野菜230kg）吉田小学校

（みかん20kg）下条北部年寄りの会

（野菜他149kg）互親長寿会（下条・

野菜他298kg）農協婦人部十日町支部

（みかん20kg他）匿名（精白米30kg）

農協（味噌20kg）農協婦人部（紙お

むつ3箱）関谷富三（田川町2・応

接4点セットほか）

〈東北電力㈱十日町営業所〉

　10月21日に「街路灯9灯」を寄贈

していただきました。

〈新潟県生命共済

　　　　　農業協同組合連合会〉

　11月13日に「カーブミラー16基」

を寄贈していただきました。

〈老人ホーム妻有荘へ〉

　11月5日匿名で「室内温室器、16

万円相当」が寄贈されました。

印鑑登録と証明事務がオンライン化
　市では、市厩サービスの向上を図

るため、印鑑登録と証明事務を潔ン

ピューター化させ、12月2日にオン

ラインを稼動させました。

　これに伴い印鑑登録証が、新し麟

ものに変わりましだ。隔印鑑登録証を

お持ちの人は、印鑑（認印1を持参の

うえ市昆課窓ロで交換じてください。

0258－39－4343
さびしさくるしさしみじみと

楽しもうスポーツ・つくるう健康（総合轟館論5塁4377）

蝿睡睡塾おもなスポーツ行事予定

期日 行事名 会　場 ’催・主管

2休）
第13回十日町新雪ジョ

ギングマラソン大会

十日町中学

校（発着〉
新座地区
体育協会

5（日）

スイミングスクー

ル新春初泳ぎ

十日町体力つ
くりスイミン

グスタール

十日町体力つ
くリスイミン

グスタール

第6回ジュニアタロスカント

リースキー大会（十日町大会）

吉田タロス
カントリー
コ　　ー　　ス

スキー協会

12（日）～ 平成3年度ジュニ
アサッカー教室

総合体育館 サッカー
協　　会

12（日）
十日町選手権男子シン

グルステニス大会
総合体育館 テニス協会

1月の体育施設
無料開放日は23日㈱です

■受付期問　1月4日ω～20日（月）

■抽選日（許可証交付）1月22日㈹

纈簾1初泳ぎ
　十日町スイミングスクールでは、

恒例の新春初泳ぎを次により行いま

す。

■と　き　1月5日（日）午前11時から

　午後3時
■ところ　十日町スイミングスクー

　ル（土市1〉

象
費
員
他

　
加
　
の

対
参
定
そ

■
　
■
　
■
　
■

どなたも参加できます。

無料
制限はありません。

水泳帽子を必ず持参して

　ください。

■問い合わせ　十日町スイミングス

　クール（盈58－3343）へ。

　新潟いのちの電話がかけやすくな

りました。県の協力により、上記の

番号に電話をかければ、市内料金で

そのまま新潟いのちの電話につなが

ります。

　悩みや困りごとがあるときは、た

めらわずご相談ください。名乗る必

要はなく、秘密は守られます。毎日

午前10時から夜12時まで相談に応じ

ています。

　　　歳末募金のお願い
　新潟いのちの電話を運営するため

に、年間1，300万円を必要としていま

す。この経費は、相談員の継続的な

訓練、広報紙発行などのP　R活動、

電話センターの維持、管理費等の運

営費に使われています。

　今年も歳末の募金活動を行ってい

ますのでご協力をお願いします。

■問い合わせ　新潟いのちの電話事

　務局（智025－229－5677）へ。
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相談コーナー
0交通事故相談　　1月6日（月〉

②定例行政相談　　1月10日働

③巡回内職相談　　1月17日働

時問＝午前10時～午後3時

④高齢者職業相談

毎週月曜日～土曜日

午前9時～午後4時（土曜は

正午、第2・第4土曜は除く）

会場＝高齢者職業相談室

映写機操作受講者募集

一16㍉映写機操作認定講習会一

■と　き　1月7日（火）・8日（水）・

10日働の3日間、午後6時30分～

9時（10日のみ7時開始）

■ところ　十日町市公民館

■受講料　無料（400円で資料の斡施

を行います）

■申し込み丁十日町市視聴覚ライブ

ラリー（智57－0493）へ。

※公立ライブラリーの16ミリ映画教

材を利用するには、本講習会を受

講し、認定証を受けてください。
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ヲ協蹴琶曝欝
《》十日町観光情報　盈57－0500

雪まつり情報

の妻有の民話　　　盈57－0300

1／6～12大池
1／13～19　十二さま

1／20～26正月様とコト様、小正

　　　　月に来る鬼
1／27～2／2しょぼの部落

⑪妻有の歴史　　　盈57－1000

1／1～31　深雪観音堂

鱒くらしのダイヤル盈025－285－7000

1／6～13　結露を防ぐ住まいのコ

　　　　ツ
1／13～2020歳になったらこんな

　　　　ことに気をつけよう
1／20～27ミネラルウォーターの表

　　　　示について
1／27～2／3エステや下着でやせら

　　　　れる？
⑪健康テレホン　　岱52－6015

　（夕方5時～翌朝8時30分）

月曜日　お酒のいい飲み方

火曜日　運動で効率よくシェイプ

　　　アツプ
水曜日　難病の医療費助成

木曜日　糖尿病を予防しよう

金～日曜日　赤ちゃんの体温

　
　
　
の

　
い
h

き
㎜

　
泥
内

す
《
輝

罪
醐

ず
ず
融

ゆ
蠣

ゆずります一…

スポーツバイ ク 50ccスズキ 相談で

ガスストーブ プロパン用 〃

バキューム台 工業用 〃

ボ　イ　ラ 一
〃 〃

ア　イ　ロ ン 〃 〃

ノルディックスキー スキー2m・くつ
26cm・ストッタ

〃

自転車（婦人向き） 大人用 〃

ソファー2個
たて50cmよこ60cm
高さ30cm

〃

電　　話 器 番号・回線含む 〃

ミシン（リッカー） 10年使用 〃

アルミサッシ10枚 無　料

ゴルフハーフセット
ケース付属品付

アシックス 30，000円

ジグソーパズル となりのトトロ
1000ピース

4，000円

バネットラルゴ 日　産 200，000円

撒　　種 機 2連式 20，000円

アルペン用スキー
スキー150cm

くつ23，5cm 10，000円

ノルディック用くつ 23．Ocm 3，000円

ゆずってください…一

ベビーベツド 相談で

ム
ロ は　か　り 100kg 〃

自 転車（男性用） 大人用 〃

〃　（女児用） 小学2 〃

ア イ　ロ　ン 〃

一
ア レ　　　ビ 14インチ 〃

ガスコンロ 大　型 〃

す べ　り　台 室内用 〃

自 転　　車 子供用 〃

乳 母　　車 2人用 〃

アルペンスキー（女性） 高校生用 〃

ポータブルミシン 無　料

住宅明細図
3，000円
～5，000円

そろばん（五つ玉） 小　型 相談で

　
資
格
商
法
と
は
、
私
的
な
資

格
を
あ
た
か
も
公
的
資
格
の
よ

う
に
説
明
し
た
り
、
近
い
う
ち

に
国
家
資
格
に
な
る
よ
う
に
思

わ
せ
て
、
そ
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
の
講
座
の
受
講
契
約
を

さ
せ
る
商
法
を
い
い
ま
す
。

　
「
特
別
に
あ
な
た
が
選
ば
れ

た
」
と
か
「
国
家
資
格
が
免
除

に
な
る
」
な
ど
と
、
自
宅
や
勤

務
先
へ
し
つ
っ
こ
く
電
話
を
か

け
て
き
ま
す
。
以
前
受
講
し
た

資格取得講座　消

　　（資格商法）費
いらない時は、
はっきり断わる！者

．問い合わせ　　コ

　　　　　　　ブ消費者協会（商工観　　フ

光課内姪231）～ム

　
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
相
談
の
ほ
と
ん
ど
が
二
十
歳

代
の
男
性
か
ら
の
も
の
で
、
な

　
ん
ら
か
の
資
格
を
取
得
し
た
い

　
と
望
ん
で
い
る
年
齢
層
を
対
象

　
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
電
話
勧
誘
に
よ
る
契
約
が
大

　
部
分
を
占
め
て
お
り
、
販
売
方

法
が
通
信
販
売
の
方
式
を
と
っ

　
て
い
る
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

　
オ
フ
制
度
の
対
象
と
は
な
り
ま

　
せ
ん
の
で
、
解
約
は
困
難
と
心

得
て
、
知
ら
な
い
人
か
ら
の
電

話
勧
誘
に
は
慎
重
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
勧
誘
の
内

容
に
関
心
が
あ
っ
て
も
、
事
実

関
係
を
確
認
す
る
ま
で
応
諾
し

な
い
よ
う
、
は
っ
き
り
し
た
態

度
が
肝
心
で
す
。

莞
　
　
　
．
　
　
　
　
　
竃
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1月乳幼児健康診査9

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
隣鍔児／

8日

㈱

午後1時10分

　～1時45分

63年7月
生まれの幼児

1歳6ヵ月児

健　　　診

9日

㈲

午後1時10分

～1時45分
2年7月

生まれの幼児

4ヵ月児健診

　ならびに

育児学級

22日

㈱

午後1時10分

～1時30分
3年9月

生まれの乳児

10ヵ月児
身体測定

23日

㈲

午前9時30分

～10時30分

3年3月
生まれの乳児

隣猛希〕

会場は保健センターです

※1歳6ヵ月児、．3歳児健診の幼児は歯科健診

がありますから歯をきれいにみがいて来てく

ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）

※4ヵ月健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取

　りに来てください。

※昭和63年8月生まれの幼児の保護者へ

　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。

　2月の健診対象者に検査セット等を送付しま

すので、1月15日を過ぎても届かない人は、

保健衛生課（費57－3111内線138・139）まで連

絡してください。

ヂ1 月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター
6・20・27日

の各月曜日
午前9時

　　～
　　　午後4時

中条公民館 10日働

就業改善センター
9日休）・

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

羽根川荘 10日働 午前9時～午後4時

克雪センター 16日休） 午後2時～4時

水沢公民館 17日働

午前9時～午後4時下条公民館 24日働

川治公民館 28日（火》

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み

がある、などの方は、どうぞ御相談を！

※健康手帳をご持参ください。

※住民検診を受け、健康が気になる人もおいで

　ください。

思誕潟繊撚1園灘i慧i鷹，

1日㈱　大熊内科医院（山本町1）費52－7066

2日㈲山口医院（袋町中）智52－2174

3目㈹池田医院（本町西1）麿52－2581

5日（日）千手診療所（川西町）麿68－2034

　　　上村病院（中里村）費63－2111

12目（日）第二藤巻医院（川西町）費68－2018

　　　津南病院（津南町）費65－3161

15日㈱大坪医院（四日町新田2）費57－6100

19日（日）中条病院（北原）智57－3013

　　　長山医院（津南町）奮66－2877

26日（日）富田医院（神明町）盈52－3269

重1劃ヨ当1をお知らせします

　父と生活をいっしょにしない、次

の18歳未満の児童を養育・監護する

母または養育する人に支給されます。

■対象となる児童　　　　o

　①父母が離婚した児童

　②父が遺棄、死亡した児童（父が

　死亡したことにより年金等を受け

　られる場合は除く）

　③父がいない未婚の母の児童

　※①～③であってもその児童の母

　が、事実婚をしている場合は該当

　しません。

■所得制限　母、養育者等の所得に

　より支給制限があります。

■手当月額

　〉1人目…37，000円

　〉2人目…5，000円を加算

　〉3人目からは1人増すごとに

　　2，000円が加算されます。

　心身に障害のある20歳未満の児童

が、法に定める1級・2級の障害の

状態にあるとき、家庭で養育する人

に支給されます。

■所得制限　児童扶養手当と同じ。

■手当月額　〉1級…44，900円

　　　　　〉2級…29，930円

　心身に最重度の障害のある20歳未

満の在宅児童に支給されます。

■所得制限　児童扶養手当と同じ

■手当月額　〉12，750円

心身に最重度の障害が2つ程度あ

る20歳以上の在宅者に支給されます。

■所得制限　児童扶養手当と同じ。

■手当月額　〉23，450円

　　　肢体不自由児援護表彰を受賞
12月13日働県自治会館（新潟市）で表彰されました。おめでとうございます。

関
口
美
枝
さ
ん

（
昭
和
町
1
・
4
5
歳
）

　関口さんは、重複重度障害児を育

てながら長い間、県委嘱の福祉相談

員を続け、さらに福祉施設へのボラ

ンティアなどに積極的に取り組むな

ど、障害児者の福祉に大きく貢献し

たことが認められました。

鱒献血車鯵
　受付時問＝午前10時～正午

　　　　　午後1時～3時

　全血献血

　　13日（月）市役所

　成分献血

　　13日（月）市役所

　成分献血は事前に申し込みが必

　要です。1月6日（月）までに申し

　込みください。

石
沢
正
二
郎
さ
ん

　
（
土
市
ー
・
6
6
歳
）

　石沢さんは、30年にもわたり、障

害者の援護とその自立への努力を続

けてこられました。また、保護者や

地域での信望も厚く、福祉団体の育

成や地域福祉の発展に尽力されたこ

とが認められました。

　　　むし歯のないよい歯の子

　　　l　l月の3歳児健診を受けた子35名

子
児
弓
理
月
太
ほ
歩
司
さ
沙
太

の
優
真
恵
五
啓
酵
一
竜
籾
有
将

歯

い
場
子
崎
本
井
田
多
田
澤

よ
板
金
塩
湯
富
池
喜
太
金

住　所

（高田町3東）

（宮下町西）

（高田町3南）

（　島　）

（新座1）

（北原）
（谷内丑1）

（北鐙坂2）

（太田島2）

保護者

也
信
之
雄
雄
人
夫

克
芳
浩
吉
治
直
敏
　晃

博　史

㌦
謬
好
毒
輝
鵯
繍
．
講
謹
．
辮
講
繋
羅
難
撚
難
㈱
難
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